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擁壁に祭りのエネルギーを

祭りと日常の作用が循環し、地域にもエネルギーを与える。

地域のイベントも行われる

祭りに自ら興味を持つ
日常的に訪れる

地域への主体的参加
祭りへの主体的参加

祭りの場

立ち飲み、お茶会、お花見、
ダンスの練習

神輿や提灯の準備、
子供が走り回る、ダンスの練習

飲み会、ランチ、青空教室、
 ミーティング、自習

祭りの舞台

擁壁と橋で縦横を繋ぎ、
擁壁が祭りの舞台になる。
祭りが街の境界に表出される。

屋台

大覚寺
幸ヶ谷公園

街の出入り口である
駅のホームから橋が。
橋からは電車が見える。

祭りの宿る壁 -祭りがつなぐ人と街-

背景 ー祭りと日常 コンセプト　－祭りを街の力に

プロセス　ー祭りと日常の相互作用

対象地　
■平凡な郊外住宅地祭り。

それは、世代を超えて人々を惹きつける
日本の伝統である。
現在日本には 30万を超える祭りがあり、
祭りになると、普段は静かな街も一瞬で
活気あふれる街へと姿を変える。
そんな姿に我々は魅せられる。
しかし、祭りの活気は刹那的であり、
その熱気は普段は内在化してしまう。
そのくすぶり続けているであろう熱気
を、日常に繋げることはできないだろうか。

対象地

元々、この地は 1つの山の尾根であったが、鉄道の開通に伴い、
2つの地区に分けられた。その結果、集積していた歴史的遺産は
分断され、地域の個性が弱まった。そして、横浜駅へと人を流す
だけの住宅街へとなってしまっているのである。

分断されたかのように見えるこの地も、年に一度の祭では賑わいを見せる。
それが 6月初旬に三日間に渡って行われる通称提灯祭である。この祭は、二
つの町が共同で行っており、古くからの街の繋がりの唯一の名残である。
しかし、この祭りも賑わいが見られるのは、祭りの日だけであり、その地域の
活力が日常でも見られることはない。

■活力が表出する日「ちょうちん祭り」

祭りの準備
擁壁の中には倉庫があり、祭りの際に用いる道具がしまわれている
祭りのときにはここから広い窪みに道具を持ち出し組み立てる

大きな窪み
こちら側の窪みは祭りを眺める視点場，
普段は公園の延長として子供たちの遊び場となるように広く設計されている．
祭りの際はステージとして使うことも可能．

公園側̶̶　祭りを眺める視点場としての設計

緩やかにのぼるスロープ
擁壁はゆるやかなスロープでつながり，バリアフリーに設計する．

大覚寺側－－　祭りの舞台の中心としての設計

屋台くぼみ
屋台が一つはいる大きさのくぼみを擁壁につくる
それぞれは擁壁からの出っ張りで区切られている

見える祭り
祭りは神奈川駅のホームや京急•JR の電車の中から見える
擁壁で開かれ、外に向かってまちの賑わいを表出させる．

大小のでっぱり
祭りの時の休憩スペース，飲食スペースとして活用される．
出っ張りの大きさは一定ではなく，ランダムに配置される

2 つの街の境界は、擁壁で
縦横に分断されている。
祭りは隅に収まっており、
外に活動は表出していない。

擁壁には様々な大きさのくぼみと出っ張りが広がり、多種多様な行動を受け入れる。

小 大

Point2　祭りのための空間が日常の様々な行動も抱擁する

Point1 　2 つの街の境界である「擁壁」を祭りの舞台とする

飲食・休憩スペース ステージ・準備スペース

平面図

断面図


